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� 行政

　

町
立
診
療
所
「
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の

管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
医
療
法

人
恵
尚
会
が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
末
で

指
定
管
理
期
間
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
体
制
で
の
運
営
準
備
の
た

め
３
月
16
日
（
土
）
か
ら
休
診
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
４
月
第
１
週
の
診
療
再
開
ま
で
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
運
営
体
制

　

４
月
か
ら
の
運
営
体
制
は
町
が
直
接
運
営
す

る
直
営
方
式
と
な
り
ま
す
。
医
師
は
社
会
福
祉

法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会(

以
下
「
協
会
病

院
」)

の
協
力
に
よ
り
確
保
し
診
療
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
看
護
師
や
医
療
事
務
職
員
等
は
町

が
雇
用
す
る
町
職
員
と
な
り
ま
す
。

■
診
療
科
目
と
診
療
時
間

　

診
療
科
目
は
、
原
則
内
科
の
み
と
し
ま
す
。

診
療
時
間
は
、
現
在
の
診
療
体
制
を
維
持
す
べ

く
協
会
病
院
と
協
議
中
で
す
。

　

診
療
開
始
は
、
４
月
第
１
週
と
し
ま
す
が
、

安
定
的
な
医
師
確
保
が
図
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、

限
定
的
な
診
療
体
制
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

■
入
院
病
床
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

入
院
病
床
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
休
止
と

な
り
ま
す
。

　

有
床
診
療
等
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
常
勤

医
を
含
め
複
数
の
医
師
及
び
相
当
数
の
看
護
師

等
の
医
療
従
事
者
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
道
内
で
は
医
療
従
事
者
が
都
市

部
に
集
中
し
て
お
り
、
古
平
町
立
診
療
所
が
長

期
的
に
有
床
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
す
。

　
■
安
定
し
た
医
療
提
供
に
向
け
て

　

　

町
で
は
、
４
月
か
ら
も
安
定
的
な
外
来
診
療

を
提
供
す
る
た
め
、
協
会
病
院
や
余
市
医
師
会

な
ど
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
常
勤
医
の
確
保

な
ど
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
、
診
療
体
制
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
町

内
会
へ
の
チ
ラ
シ
や
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課
（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　

保
健
医
療
係

　
☎
42-

２
１
８
２

※
北
海
道
社
会
事
業
協
会
と
は

　

「
北
海
道
で
福
祉
・
医
療
に
お
け
る

過
疎
を
解
消
す
る
こ
と
」
を
設
立
の
趣

旨
（
使
命
）
と
し
て
、
現
在
で
は
道
内

に
病
院
７
、
老
人
保
健
施
設
１
、
看
護

専
門
学
校
１
、
の
ほ
か
通
所
リ
ハ
、
訪

問
リ
ハ
、
保
育
所
、
母
子
支
援
寮
を
運

営
し
て
お
り
、
職
員
数
約
２
４
０
０
名
、

会
計
規
模
２
６
０
億
円
（
平
成
29
年
度

実
績
）
で
札
幌
に
本
部
を
置
く
大
き
な

組
織
で
す
。

【
沿
革
】

大
正
10
年　

 

道
庁
内
に
発
足
（
理
事
長
は

道
庁
長
官
）

大
正
11
年　

 

皇
太
子
殿
下
（
後
の
昭
和
天

皇
）
御
来
道
５
千
円
の
御
下

賜
金
あ
り

　

※
実
質
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

大
正
15
年　

 （
昭
和
元
年
）
・
「
小
樽
病
院
」

開
設

昭
和
７
年　

「
札
幌
病
院
」
開
設

　

※ 

昭
和
20
年
に
北
海
道
立
女
子
医
専
の

実
習
施
設
と
し
て
北
海
道
に
移
管
→

「
札
幌
医
大
付
属
病
院
」

昭
和
12
年　

「
帯
広
病
院
」
開
設

昭
和
14
年　

 「
小
樽
病
院
分
院
」
を
余
市

町
に
開
設
「
岩
内
病
院
」「
函

館
病
院
」「
稚
内
病
院
」
開
設

　

※ 

昭
和
33
年
稚
内
市
に
委
譲
「
稚
内
市

立
病
院
」

昭
和
15
年　

「
富
良
野
病
院
」
開
設

昭
和
17
年　

 「
余
市
病
院
」
独
立
「
洞
爺

病
院
」
開
設

昭
和
27
年　

社
会
福
祉
法
人
と
な
る

昭
和
31
年　

 

公
的
医
療
機
関
の
指
定
を
受

け
る
（
他
に
、
恩
賜
財
団
済

生
会
、
日
本
赤
十
字
社
、
厚

生
連　

合
わ
せ
て
４
団
体
）

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

古平町立診療所「海のまちクリニック」
３月１6日（土）から休診
４月第１週診療再開予定！
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150
純米大吟醸 古平　B-3

純
米
吟
醸

製
造
者

北
海
道
小
樽
市
信
香
町
二
番
二
号
　T
E
L 

〇
一
三
四̶

二
一̶

二
三
九
〇

田
中
酒
造
株
式
会
社

日本酒
720㎖

純
米
吟
醸

純
米
吟
醸

古
平
町
１
５
０
年
記
念

お
披
露
目
会
を
開
催
!!

　

お
披
露
目
会
で
は
店
頭
販
売
よ
り
先

に
古
平
の
地
酒
を
飲
ん
だ
り
、
開
発
し

た
ご
当
地
グ
ル
メ
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
受
賞
者
の
投
票
も
行
い
ま
す
。

　

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
古
平
町
の

１
５
０
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　

３
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

17
時
半
開
場　

18
時
開
式

●
場
所　

文
化
会
館
太
陽
ホ
ー
ル

●
費
用　

２
０
０
０
円

●
参
加
人
数

　

先
着
順
１
５
０
人
に
な
り
次
第
終
了

●
申
込
方
法

　

 

役
場
総
務
課
へ
２
０
０
０
円
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

当
日
お
酒
を
飲
む
方
は
自
家
用
車
で

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

◇
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

１
５
０
年
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
42-

２
１
８
１

 

（
内
線
31
）

　

１
５
０
年
事
業
の
１
つ
の
古
平
地
酒
開

発
事
業
が
佳
境
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
１
５
０
年
事
業
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
小
樽
の
田
中
酒
造
に
行

き
、
古
平
の
地
酒
の
試
作
品
『
超
新
鮮
し

ぼ
り
た
て
「
搾
」』
を
試
飲
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
酒
は
市
販
酒
発
売
に
先
駆
け
、

搾
り
た
て
の
お
酒
を
無
濾
過
、
加
熱
殺
菌

を
行
わ
ず
造
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
味
は

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
吟
醸
香
と
お
米
の
旨
味

が
融
合
し
た
搾
り
た
て
な
ら
で
は
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
で
す
。
試
飲
し
た
委

員
は
「
飲
み
や
す
い
」「
な
ん
ぼ
で
も
飲

め
る
」
な
ど
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
工
程
で
は
、
仕
込
み
水
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
調
整
や
濾
過
、
火
入
れ
を
行
う
こ

と
で
殺
菌
と
品
質
劣
化
を
防
ぎ
ま
す
。
そ

し
て
、
一
般
的
な
清
酒
が
完
成
し
ま
す
。

４
月
１
日
に
は
店
頭
で
の
販
売
を
行
う
予

定
で
す
。

古平の地酒
いよいよ完成間近
４月店頭販売予定

※完成イメージです

古平の地酒古平の地酒古平の地酒古平の地酒古平の地酒古平の地酒
いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近いよいよ完成間近
４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定４月店頭販売予定
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� 役場

　
北
後
志
消
防
組
合
が
平
成
30
年
（
１
月

１
日
～
12
月
31
日
）
の
北
後
志
５
町
村
の

火
災
発
生
状
況
と
救
急
出
動
件
数
を
ま
と

め
ま
し
た
。
古
平
町
の
火
災
発
生
状
況
と

救
急
出
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

火
災
発
生
の
状
況

　
北
後
志
５
町
村
の
火
災
発
生
件
数
は
例

年
並
み
の
15
件
で
し
た
。

　
古
平
町
の
火
災
発
生
件
数
は
車
両
火
災

の
１
件
の
み
で
住
宅
火
災
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

 

救
急
出
動
の
状
況

　
北
後
志
５
町
村
の
救
急
出
動
件
数
は
昨

年
よ
り
１
２
３
件
多
い
１
７
６
１
件
、
搬

送
件
数
は
昨
年
よ
り
１
２
０
人
多
い
１
６

８
２
人
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
こ
こ
数
年
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
古
平
町
の
救
急
出
動
件
数
は
昨
年
よ
り

17
件
多
い
２
１
０
件
で
、
救
急
搬
送
人
数

は
昨
年
よ
り
17
人
多
い
、
１
９
９
人
で
し

た
。
ど
ち
ら
も
過
去
５
年
間
で
１
番
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

冬
期
間
の
火
災
救
助
訓
練
を
実
施

　
北
後
志
消
防
古
平
支
署
で
は
12
月
12
日

と
１
月
25
日
の
２
日
間
、
冬
期
間
の
火
災

救
助
訓
練
を
古
平
支
署
倉
庫
内
で
行
い
署

員
計
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
火
災
想
定
は
、
住
宅
火
災
が
起
こ
っ
た

も
の
の
、
ド
ア
の
鍵
が
か
か
っ
て
お
り
内

部
へ
の
侵
入
は
困
難
。
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
を
用
い
ド
ア
を
開
錠
し
、
煙
の
充
満

し
た
住
宅
内
部
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
捜

索
し
救
助
後
、
放
水
し
消
火
活
動
を
行
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
署
員
ら
は
機
敏
な
行
動
で
救
助
手
順
や

機
械
操
作
を
確
か
め
、
万
が
一
へ
の
準
備

を
確
実
な
も
の
に
し
た
様
子
で
し
た
。

平成30年の救急出動
過去５年で最多に

表１　火災発生の件数

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

北後志 29 17 14 12 15

古平町 3 3 2 0 ※1

※Ｈ30の古平町の１件は車両火災

表２　救急出動の状況

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

北後志

出動
件数

1,619 1,628 1,677 1,638 1,761

搬送
人数

1,540 1,558 1,602 1,562 1,682

古平町

出動
件数

206 185 201 193 210

搬送
人数

198 172 194 182 199

エンジンカッターでの切断訓練のようす
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出来事

もうすぐ１年生！
  １年生になったら？ 将来の夢は？？

小
学
校
１
日
体
験
入
学

　

１
月
31
日
、
古
平
小
学
校
で
４
月
か
ら

１
年
生
に
な
る
子
を
対
象
に
「
１
日
体
験

入
学
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
の
子
ど

も
は
15
人
で
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
今
の
１
年
生
が
新
１
年
生
を
迎

え
て
、
手
を
繋
ぎ
教
室
へ
案
内
。
教
室
で

は
図
工
の
授
業
を
体
験
し
、
現
１
年
生
が

新
１
年
生
に
「
こ
う
切
る
ん
だ
よ
」
な
ど
、

優
し
く
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
作
り
方
を
教
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
に
終
わ
っ
た
子
は

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
ま

し
た
。
完
成
後
、
新
１
年
生
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
カ
ラ
フ
ル
な
色
で
描
か
れ
た
個
性

溢
れ
る
13
個
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
持
ち
、
体

育
館
で
楽
し
そ
う
に
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

給
食
試
食
で
は
自
分
で
ト
レ
イ
を
持
ち

配
膳
を
受
け
ま
し
た
が
、
重
か
っ
た
の
か

ト
レ
イ
を
落
と
し
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
。
席
に
つ
い
た
新
１
年
生
は
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ

ン
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
、
先
生
が

「
お
か
わ
り
す
る
人
い
ま
す
か
？
」
と
聞

く
と
、
た
く
さ
ん
の
子
が
元
気
よ
く
手
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
の
立
島
龍
海
く
ん
は
「
ブ
ー

メ
ラ
ン
作
り
が
楽
し
か
っ
た
し
、
給
食
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

お名前
小学校で頑張りたいこと

将来の夢

猪
いの

股
また

　里
り

桜
お

さん
音楽の勉強を頑張りたい

アイドル

瀧
たき

野
の

　　亘
わたる

くん
柔道を頑張りたい

歌手

堀
ほり

　仁
じん

太
た

龍
ろう

くん
野球を頑張りたい
野球選手

入
いる

間
ま

川
がわ

音
ね

々
ね

さん
音楽の勉強を頑張りたい

保育所の先生

立
たて

島
しま

　龍
たつ

海
み

くん
サッカーを頑張りたい
サッカー選手

本
ほん

間
ま

　愛
あい

那
な

さん
マラソン大会で１位をとりたい

看護師

越
えち

後
ご

　壱
いっ

星
せい

くん
国語の勉強を頑張りたい

野球選手

立
たて

島
しま

　　湊
みなと

くん
かけ算を頑張りたい
バレーボール選手

茂
も

木
き

　颯
そう

真
ま

くん
国語の勉強を頑張りたい

漁師

越
えち

善
ぜん

　琉
る

海
い

くん
宿題を頑張りたい

警察官

細
ほそ

川
かわ

　直
なお

暉
き

くん
運動会のリレーで１位をとりたい

車の整備士

山
やま

内
うち

　斗
とう

真
ま

くん
宿題を頑張りたい
サッカー選手

梶
かじ

原
わら

　康
こ

生
う

くん
野球を頑張りたい
野球選手

堀
ほり

　　紗
さ

蘭
らん

さん
国語の勉強を頑張りたい

薬剤師

山
やま

崎
ざき

　蓮
れん

虎
と

くん
算数を頑張りたい
農家さん
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文化会館で生誕120年を記念した吉田一穂展が行わ
れました。多くの町民が訪れ、パネル展示や作品集、
北海道文学館の平原一良理事長による講演会で一穂の
詩や生涯を辿りました。
平原理事長はスクリーン上に資料や町内の詩碑や当
時の町の様子を紹介し「古平での豊かな生活と厳しい
自然が吉田一穂の豊かな詩を生み出した」と一穂の生
涯を交えて講演しました。
展示では吉田一穂と自身の祖父が共に写っている写
真を見た70代の女性が「じいさん若かったなぁ、懐
かしい」と話していました。

１
19 詩に込めた故郷への想い

生誕120年記念吉田一穂展

展示会のようす

差入れをする貞村町長

貞村町長がさっぽろ雪まつりの雪像づくりを行う自
衛隊第11特科隊を訪問しました。貞村町長は「寒い
中ご苦労様です。体調に気を付け雪像づくりに励んで
ください」と激励し、飲み物を差入れしました。

１
20 雪像づくりに励む自衛隊を激励

自衛隊第11特科隊訪問

初音ミクとバンドリ！戸山香澄の大雪像作成のようす

明
治
31
年　

�

上
磯
郡
釜
谷
村(

現
在
の
木
古
内
町)

に
生
ま

れ
、
由
雄
と
名
付
け
ら
れ
る
（
０
才
）

明
治
38
年　
小
学
校
入
学
を
機
に
古
平
町
に
転
居
（
７
才
）

明
治
44
年　
古
平
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
に
進
学（
13
才
）

大
正
２
年　

�

自
身
が
通
う
小
学
校
の
校
旗
に
由
雄
の
デ
ザ
イ

ン
が
採
用
さ
れ
る
。
札
幌
の
北
海
中
学(

現
在

の
北
海
高
校)

に
進
学
す
る
も
上
級
生
を
殴
り

退
学
。
古
平
に
戻
り
読
書
と
絵
を
描
く
日
々
。

上
京
し
中
学
編
入
試
験
を
受
け
る
べ
く
受
験
生

活
を
開
始
（
15
才
）

大
正
３
年　

�

海
城
中
学
校
へ
編
入
す
る
も
長
期
無
断
欠
席
が

父
に
ば
れ
、
古
平
へ
呼
び
戻
さ
れ
る
（
16
才
）

大
正
７
年　

�

早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
科
入
学
。
大
学
の
同

人
誌
「
幽
暗
」
に
短
歌
を
発
表
。
教
授
に
認
め

ら
れ
読
売
新
聞
に
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
雑
誌

「
大
観
」
に
推
薦
さ
れ
始
め
て
稿
料
を
手
に
す

る
（
20
才
）

大
正
10
年　

�

童
話
「
古
時
計
」
童
謡
「
ふ
る
郷
へ
」
を
発
表
。

以
後
ほ
ぼ
毎
号
雑
誌
に
執
筆
し
生
活
す
る
（
23

才
）

大
正
13
年　

�

初
の
出
版
物
、
童
話
集
「
海
の
人
形
」
刊
行

（
26
才
）

昭
和
元
年　

�
金
子
光
晴
と
「
日
本
詩
会
」
を
結
成
。
第
一
詩

集
「
海
の
聖
母
」
を
刊
行
（
28
才
）

昭
和
２
年　
秋
本
吉
五
郎
の
四
女
テ
イ
と
結
婚
（
29
才
）

昭
和
５
年　
第
二
詩
集
「
故
園
の
書
」
を
刊
行
（
32
才
）

昭
和
７
年　

�

季
刊
詩
誌
「
新
持
論
」
を
創
刊
、
北
原
白
秋
、

福
士
幸
次
郎
、
大
木
惇
夫
、
佐
藤
一
英
ら
が
参

加
（
34
才
）

昭
和
11
年　
第
三
詩
集
「
稗
子
伝
」
を
刊
行
（
38
才
）

昭
和
15
年　

�

金
井
信
生
堂
に
編
集
長
と
し
て
入
り
、
５
年
間

で
30
冊
の
絵
本
を
刊
行
（
42
才
）

昭
和
19
年　

�

第
三
童
話
集
「
か
し
の
木
と
小
鳥
」
を
刊
行

（
46
才
））

昭
和
23
年　
第
四
詩
集
「
未
来
者
」
刊
行
（
50
才
）

昭
和
25
年　
第
五
詩
集
「
羅
甸
薔
薇
」
刊
行
（
52
才
）

昭
和
27
年　
第
六
詩
集
「
吉
田
一
穂
詩
集
」
刊
行
（
54
才
）

昭
和
29
年　

�

古
平
開
町
85
年
周
記
念
に
「
古
平
小
唄
」
作
詞

（
56
才
）

昭
和
33
年　
古
平
高
校
の
校
歌
を
作
詞
（
60
才
）

昭
和
48
年　
心
不
全
の
た
め
永
眠
（
74
才
）
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自らの考えを発表する児童たち

文化会館で小学６年生12人が古平町の未来を考え
た結果を町長などに発表する子ども未来会議が行われ
ました。
児童らは２学期の後半から総合的な学習の時間を利
用し準備を行ってきました。発表は４班３人ずつに分
かれ、「観光地や店を増やす」「移住と人口」などテー
マを決め、自分たちで作成したパワーポイントの資料
を使いながら発表しました。
発表を聞き貞村町長は「古平町の未来について考え
ていただきありがたいし参考にしていきたい。これか
らも柔軟な発想で考えることを続けていってくださ
い」と感想を述べ、６年生を代表し福井杏奈さんが「私
たちの考えを少しでも役立てていただければ嬉しいで
す」と挨拶をしました。

１
30 小６が考える古平町の未来

子ども未来会議

悪い鬼を追い出す園児たち

幼児センターみらいで園児たちに節分の意味や由来
を知ってもらうため「節分の会」が行われました。
園児たちは自分らで作った鬼のお面やかぶりものを
付けて参加しました。先生が「節分ってどんな日かわ
かりますか？」と尋ねると、「鬼を退治する」「豆まき
をする」など元気に発言していました。
その後、鬼のパンツの歌や踊りを楽しんだり、園児
の中にいる悪い鬼を追い出したりしていると、突然本
物の鬼が登場！園児の中にはその迫力に泣いてしまう
子もいましたが、みんなで豆まきをして無事に鬼を追
い払いました。
たいよう組の瀧野亘くんは「豆まきして楽しかった。
鬼も恐くなかった」と話していました。

２
１ みんなで元気に「鬼は外！」
幼児センター節分の会

リラックスヨガのようす

Ｂ＆Ｇ海洋センターでリラックスヨガ＆リズムエク
ササイズが行われ、約20人の参加者が１時間半にわ
たり気持ちのよい汗を流しました。
前半はゆったりとした音楽が流れる中、講師の「吸
って～吐いて～」声に合わせて体を曲げ伸ばしするリ
ラックスヨガが、後半は早い音楽に合わせて４テンポ
ずつのダンスを次々と続けるリズムエクササイズを行
いました。腹筋を素早く行うときには、その苦しさに
笑いが漏れていました。
参加者の小野寺勝子さんは「スクワットがとても効
き、エクササイズは講師の足もとを見て取り組みまし
た」と話してくれました。

２
６ 音楽に合わせて楽しくダンス♪
リラックスヨガ＆リズムエクササイズ
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各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生

（
男
・
女
）
と
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

技
能
）
、
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯

科
・
薬
剤
）
、
医
科
・
歯
科
幹
部
を
募
集

し
ま
す
。
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

妊
娠
示
談
金
を
要
求
す
る
サ
ギ
に
注
意
!!

　

道
内
各
地
で
、
年
齢
30
～
40
代
の
息
子
等

を
名
乗
り
、「
人
妻
を
妊
娠
さ
せ
て
示
談
金

が
必
要
」
な
ど
と
ウ
ソ
を
言
い
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

か
ら
高
額
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
サ
ギ
の
電
話
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
ワ
ー
ド
は
「
の
ど
が
痛
い
」「
携

帯
が
壊
れ
た
」「
妊
娠
さ
せ
た
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
振
込
限
度
額
を
引
き
上
げ
て
」
で
す
。

　

学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
て
「
実
名
」

で
電
話
を
掛
け
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
家
族
や
同
級
生
等
に
も
注
意
喚

起
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
警
察
特
殊
詐
欺
対
策
係

　

☎
０
１
１-

２
５
１-

０
１
１
０

自
動
車
税
の
住
所
変
更
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

■�

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・�

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

　

平
成
31
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
札

幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の

住
所
変
更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１-

７
４
６-
１
１
９
７
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/

sm/zim/address/index.htm

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

３
月
20
日(

水)

13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
56
）

海
上
保
安
庁
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
２
０
１
９
年
度
10
月

採
用
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
待
遇

　

学
校
は
入
学
金
、
授
業
料
が
一
切
不
要

で
、
学
生
は
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員

と
し
て
の
身
分
が
与
え
ら
れ
、
毎
月
の
給

与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
受
験
詳
細

①
受
験
案
内

　

３
月
４
日(

月)

か
ら
掲
示
・
配
布
し
ま
す
。

②
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
　

３
月
29
日(

金)

～
４
月
５
日(

金)

　

郵
送
・
持
参
受
付

　
　

３
月
29
日(

金)

～
４
月
２
日(

火)

③
受
験
資
格

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
現
在
、
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
２
０
１
９
年
９
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
等
で
す
。

○
試
験
区
分

　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
過
程

○
試
験
日
程

　

第
１
次
試
験
日　

５
月
12
日(

日)

○
申
込
方
法
等

　

海
上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ht
tp:

//www
.ka

iho.m
lit.go.

jp/ope/

sa
iyo

u/bos
yu.

html

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
４-

27-

６
１
１
８

北
海
道
警
察
官
募
集
中

誰
か
の
笑
顔
を
守
る
。
そ
ん
な
仕
事
が
あ
る
。

　

人
の
役
に
立
つ
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
！
様
々
な
知
識
、
資
格
が
役
に
立
つ
！

趣
味
も
活
か
せ
ま
す
！
仕
事
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
！
一
緒
に
北
海
道
の
安
全

安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

２
０
１
９
年
度

第
１
回
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
数　

２
０
０
名
程
度

　

男
性
Ａ
区
分　

１
１
５
名
程
度

　

男
性
Ｂ
区
分　

30
名
程
度

　

女
性
Ａ
区
分　

40
名
程
度

　

女
性
Ｂ
区
分　

15
名
程
度

※
Ａ
区
分
は
大
卒　

Ｂ
区
分
は
そ
れ
以
外

○
受
付
機
関　

３
月
１
日
～
４
月
12
日

○
第
一
次
試
験
日　

５
月
18
日(

土)

○
第
二
次
試
験
日　

�

６
月
下
旬
～
７
月
上

旬

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
方
面
余
市
警
察
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

０
１
１
０

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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４
月
か
ら

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す

～
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
～

事
業
主
の
方
へ

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
※

　

時
間
外
労
働
の
上
限
が
、
月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、
臨
時
的
な

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０

時
間
、
単
月
１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労

働
含
む
）
、
複
数
月
平
均
80
時
間
（
休
日

労
働
含
む
）
を
限
度
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必
要

　

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、

毎
年
５
日
、
時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇

を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③�

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
※

　

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労

働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
、
派
遣

労
働
者
）
の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど

の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
さ

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

※�

中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施

行
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
部
企
画
課

　

☎
０
１
１-

７
８
８-

７
８
７
４

余
市
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
書
は
自
分
で
作
成
後
、
お
早
め
に
！

　

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
書
の
法
定
納

期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
書
は
「
前
年
の
申
告

書
控
え
」「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参

考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並
び
に

贈
与
税
の
確
定
申
告
書

�

３
月
15
日
（
金
）

●�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
確
定
申
告
書

�

４
月
１
日
（
月
）

●
会
場
開
設
期
間

　

平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
平
成

31
年
３
月
15
日（
金
）ま
で(

土
、日
を
除
く)

●
相
談
受
付
時
間

　

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
確
定
申
告
会
場　

余
市
税
務
署

　

右
記
期
間
以
外
は
、
確
定
申
告
会
場
を

開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

譲
渡
所
得
及
び
贈
与
税
に
関
す
る
申
告

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
31
年
３

月
６
日
（
水
）
か
ら
平
成
31
年
３
月
８
日

（
金
）
の
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

前
年
に
引
き
続
き
税
務
署
で
確
定
申
告

書
を
作
成
さ
れ
る
方
は
、
「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
と
共
に
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
完
了
通
知
書
」
の
ほ
か
確
定

申
告
に
必
要
な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
（
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
る
方
は
併
せ
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
、
初
め
て
の
方
で
も
操
作
し
や
す
い
「
給

与
所
得
や
年
金
所
得
の
み
の
方
専
用
の
画

面
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

既
に
税
務
署
で
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
」
の
手
続
き
が
お
済
み
で
「
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通
知

書
」
を
お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で

の
送
信
が
可
能
で
す
。

　

確
定
申
告
書
作
成
の
参
考
と
し
て
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
に

関
す
る
ご
質
問
や
必
要
な
書
類
の
ご
確
認

な
ど
は
、
お
電
話
で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
納
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

国
税
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
税
務
署
か

ら
交
付
又
は
送
付
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
付

納
付
書
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
31
年
１

月
か
ら
、
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
ビ
ニ
納

付
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
作
成
専
用
画
面
か
ら
作

成
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
の
コ
ン

ビ
ニ
納
付
が
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
利
用
方
法
】

①�　

自
宅
等
で
作
成
、
出
力
し
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
へ
持
参

②�　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
い
わ
ゆ
る
キ
オ
ス
ク

端
末
（「
Ｌ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
」
や
「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ

ポ
ー
ト
」
）
に
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
に

よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
（
納
付
書
）
を
出
力

③�　

バ
ー
コ
ー
ド
（
納
付
書
）
に
よ
り
レ

ジ
で
納
付

【
利
用
可
能
コ
ン
ビ
ニ
】

　

ロ
ー
ソ
ン
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

余
市
税
務
署
へ
の
申
告
書
・
届
出
書
等
の

提
出
に
つ
い
て

【
郵
送
】�

申
告
書
や
届
出
書
等
を
郵
送
さ

れ
る
場
合
は
、
次
の
宛
て
先
を
ご

記
載
の
上
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

〒
０
４
７-

８
５
８
８　

小
樽
税
務
署
内

「
申
告
書
等
集
中
処
理
担
当
部
署
」
宛

（
住
所
は
記
載
不
要
で
す
が
、
郵
便
番
号

は
必
ず
記
載
願
い
ま
す
）

【
窓
口
】�

窓
口
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

余
市
税
務
署
総
合
受
付
も
し
く
は

小
樽
税
務
署
内
「
申
告
書
等
集
中

処
理
担
当
部
署
」
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
：�

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
さ
れ
る

場
合
は
、
余
市
税
務
署
を

選
択
の
上
、送
信
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署　

☎
25-

１
０
０
９
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１
月
号
か
ら
12
月
号
ま
で
登
記
等
に
関

し
て
、
法
務
局
に
多
く
質
問
さ
れ
る
内
容

を
12
回
に
わ
た
り
連
載
し
て
い
ま
す
。

◆
第
３
回

　

「
誰
が
相
続
人
に
な
る
の
？(

２)

」

Q
１�　

先
月
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
実

は
父
は
再
婚
で
、
前
妻
と
の
間
に
道

男
さ
ん
と
い
う
子
が
い
ま
す
。
前
妻

に
引
き
取
ら
れ
父
の
戸
籍
か
ら
抜
け

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
道
男
さ
ん

に
相
続
権
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
１�　

前
妻
と
の
間
の
子
で
あ
る
道
男
さ

ん
も
相
続
権
が
あ
り
ま
す
。
認
知
し

た
子
、
養
子
縁
組
し
て
い
る
子
も
同

様
に
相
続
権
が
あ
り
ま
す
。

前
妻

夫 母

道
男

子

相
続
権
あ
り

相
続
権
あ
り

死
亡

相
続
権
あ
り

Q
２�　

（
Ｑ
１
か
ら
数
年
後
）
道
男
さ
ん

と
話
し
合
い
を
す
る
の
は
気
が
引
け

て
、
手
続
き
を
し
な
い
で
い
た
と
こ

ろ
、
道
男
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
道
男
さ
ん
に
は
５
人
の

子
ど
も
が
い
た
よ
う
で
す
。
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

A
２�　

道
男
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
道
男
さ

ん
の
妻
と
道
男
さ
ん
の
５
人
の
子
ど

も
全
員
が
相
続
権
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
相
続
手
続
き
を
す
る
た
め
に

は
、
相
続
権
の
あ
る
者
全
員
の
間
で

話
し
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

前
妻

夫 母

妻
道
男

子

死
亡

相
続
権
あ
り

子
５
人

相
続
権
あ
り

相
続
権
あ
り

死
亡

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局

　
☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

第３回

登
記
・
相
続
に
関
す
る
Q
＆
A

～
誰
が
相
続
人
に
な
る
の
？
（
２
）
～

３
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

３
月
３
日
（
日
）

　

小
嶋
内
科

�

（
☎
22-

２
２
４
５
）

３
月
10
日
（
日
）

　

田
中
内
科
医
院

�

（
☎
22-

６
１
２
５
）

３
月
17
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
21-

４
５
７
０
）

３
月
21
日
（
木
）

　

林
病
院

�

（
☎
22-

５
１
８
８
）

３
月
24
日
（
日
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院

�

（
☎
22-

１
３
０
８
）

３
月
31
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
23-

８
８
１
１
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集
!!

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
日
常
生
活
の
た

め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
価
格
動
向

等
を
調
査
す
る
簡
単
な
お
仕
事
で
す
。

○
仕
事
内
容　

　

月
１
回
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
き
商
品
の

価
格
を
調
べ
る
こ
と
な
ど
で
す

○
応
募
資
格

　

古
平
町
在
住
の
20
才
以
上
の
方

○
謝
礼
金
（
予
定
額
）

　

活
動
実
績
に
対
し
て
月
額
１
６
５
０
円

○
任
期

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間

○
募
集
人
数

　

１
名

○
応
募
方
法

　

３
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
商
工
観
光
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
45
）

 

　
お
詫
び
と
訂
正                

　

広
報
ふ
る
び
ら
11
月
号
（
平
成
30

年
10
月
26
日
発
行
）
３
ペ
ー
ジ
の
決

算
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

○
５
行
目
の
数
値
に
つ
い
て

　
　

（
誤
）
３
８
７
６
万
４
千
円

　
　

（
正
）
３
８
７
５
万
４
千
円

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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くらし／投稿

本の海より ～図書室の人気本～

正
月
は
息
子
と
娘
の
家
族
ら
が
集
ま
り
さ
わ
ぐ
そ
れ
は
楽
し
く�

泉　
　
　
清　
三

車
窓
よ
り
望
む
雄
大
な
「
駒
ヶ
岳
」
裾
野
に
広
く
母
な
る
大
地�

金　
子　
寿　
子

店
先
を
彩
り
飾
る
シ
ク
ラ
メ
ン
雪
降
り
し
き
る
年
の
瀬
の
町�

坂　
本　
信　
子

寒
さ
中
ふ
く
ら
み
見
ゆ
る
半
月
は
登
る
に
つ
れ
て
光
り
輝
や
く�

鈴　
木　
時　
子

久
々
に
会
ひ
し
友
と
の
語
ら
ひ
は
あ
れ
も
こ
れ
も
と
時
の
短
か
し�

田　
中　
香　
苗

福
岡
の
思
ひ
出
に
買
う
と
見
て
歩
く
博
多
人
形
つ
い
目
移
り
す�

寺　
田　
カ
ツ
子

更
け
し
夜
の
冷
た
き
風
に
身
を
縮
め
月
を
求
め
て
窓
の
辺
う
ろ
う
ろ�

今　
泉　
ベ　
ル

古
平
町
岬
短
歌
会

早
春
の
雲
の
高
さ
を
見
て
飽
か
ず

積
丹
の
波
を
操
り
若
布
採
る

薄
氷
の
下
に
動
か
ぬ
水
の
あ
り

�

渡　
辺　
嘉　
之

忌
の
過
ぎ
て
春
待
つ
心
ふ
く
ら
め
り

浅
き
春
海
の
蒼
さ
の
ま
だ
濃
ゆ
き

菩
提
寺
の
無
縁
仏
や
春
の
雪

�

室　
谷　
弘　
子

昼
寝
覚
め
春
の
兆
し
を
波
で
聴
く

人
口
の
減
り
ゆ
く
里
や
春
寒
し

幻
と
な
り
つ
つ
あ
る
や
ど
ん
ざ
海
苔

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

　今年度も残すところ約１ヵ月となりました。文化会館図書室およびＢ＆Ｇ海洋センターの図書コー

ナーもたくさんの方々に利用していただき、平成30年４月１日から平成31年１月31日までで1337冊の貸

出がありました。

　今回は、その中からどんな本が最も借りられたのかをご紹介したいと思います。

～第１位～（同率）

　以下、こんな本もよく借りられました！

～第２位～
　『かがみの孤城』　辻村深月　著　（ポプラ社）

～第３位～（同率）
　『いのち』　瀬戸内寂聴　著　（講談社）

　『大家さんと僕』　矢部太郎　著　（新潮社）

　『おもかげ』　浅田次郎　著　（毎日新聞出版）

　『この嘘がばれないうちに』　川口俊和　著　（サンマーク出版）

　『路上のＸ』　桐野夏生　著　（朝日新聞出版）

『おらおらでひとりでいぐも』
若竹千佐子　著　（河出書房新社）

第158回芥川賞受賞作品。
55歳の時に小説家を志し、本作がデビュー
作。
東北弁のリズムが心地いい、老いの境地
を描いた感動作です。

『真夏の雷管』
佐々木譲　著　（角川春樹事務所）

著者は札幌出身で手掛ける作品は北海道
が舞台のものも多数。
本作は、真夏の札幌で爆薬材料の窃盗事
件が起こるところから始まる警察小説で、
ベストセラーになりました。
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ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は２月に誕生日を
迎えた子どもです。

堀
ほり

　ももかちゃん
２月１日生
保護者　隆介さん
(本町）　仁美さん

仁美さんより
お兄ちゃんお姉ちゃんに負けな
い活発な女の子です。

　１月20日、インターナショナル餅つきパーティ（古平国際交流協会）が文化会館で行われ、町
内の小学生やベトナムの方など53人が参加しました。初めに浅野恵子会長が「杵と臼を使っての
餅つきを見ることが少なくなりましたが、こういう伝統的な行事や文化を続けていきたいです」と
挨拶後、フィリピンの留学生の紹介が行われました。
　参加者は色とりどりのはっぴを纏い、交代で餅つきに挑戦。思ったよりも臼の中心をつくのが難
しいようで、ヘリに当たってしまう人やいい音を出してつく人などさまざまでした。留学生やＡＬ
Ｔによる各国の正月の文化紹介ではみんなで踊りを踊るなど楽しんでいました。参加したフィリピ
ンの留学生アイリッシュ・スルタン・タムビスさんは「餅つきは面白いし、簡単にできて楽しいで
すね」と話してくれました。

インターナショナル餅つきパーティ

12

広
報 

ふ
る
び
ら 

３
月
号

平
成
31
年
２
月
22
日
発
行
第
５
２
０
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

	

氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

可か

児に

　
康や

す

之ゆ
き

さ
ん	

55
歳	

1
・
11	

港
　
町

茂も

木ぎ

　
安や

す

雄お

さ
ん	

80
歳	

1
・
11	

清
　
住

加か

藤と
う

　
定さ

だ

光み
つ

さ
ん	

102
歳	

1
・
16	

旭
　
町

本ほ
ん

間ま

　
英ひ

で

繁し
げ

さ
ん	

80
歳	

1
・
19	

入
船
町

相あ
い

内う
ち

　
　
弘

ひ
ろ
し

さ
ん	

79
歳	

1
・
30	

入
船
町

濱は
ま

谷や

　
二つ

ぎ

雄お

さ
ん	

86
歳	

2
・
4	

本
　
町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,047人　�（－１）

　男　	1,437人　�（－２）

　女　	1,610人　�（ １ ）

世帯数	1,721世帯�（－２）

外国人	 44人　�（ ０ ）

　男　	 2人　�（ ０ ）

　女　	 42人　�（ ０ ）

平成31年１月末日現在
住民基本台帳人口
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